













免１〕 、 〔忿狷１〕のように順次 記 た。
一、注釈は本文の〔書き下し文〕 ・ 〔訳文〕 、原注の〔書き下し文〕 ・ 〔訳



















































































































































































しみて之を問ふ 主人曰 、 「子に暴貴の相有り 旣に吉夢に徵す。但だ亦た占夢者の敗る所と爲り、恨みと爲すのみ」と 後に果して貴に至りて用事す 而 に終らしめず。
〔訳文〕①太政大臣を追贈された藤原房前の五男である。②
 参議菅原清公の子である。幼い時に童子郎に推挙された。成人して文德天皇、清和天皇の二代に渡り、侍読 務 た。参議至った。











天皇の諱の大伴を避けて大伴宿禰の氏姓が伴宿禰となる。貞観六年（八六四） 納言となる。同八年（八六六） 、応天門の焼失にあたって、左大臣源信の放火と主張したが、逆に善男 その子中庸が犯人とされ、伊豆へ配流となる。こ 応天門の変の経過は「伴大納言絵詞」にえがかれてい
淵魚名
























等の次男。北家の祖。正一位左大臣。 『懐風藻』 、 『万葉集』に




































　『日本三代実録』貞観四年八月の条と『江談抄』では「正躬王」となる。正躬王。七九九〜八六三。平安時代前期、桓武天皇の孫。法隆寺の僧善愷の訴訟を違法に受け付けたとして、十三年（八四六）解任。貞観三年（ 一）参議に復し 五年（八六三）刑部卿兼越前権守となる。正 位下
伴
世益


















































































































































































































































































































などの国守、左馬権頭などを歴任 安和二年（九六九） 起きた安和の変で陰謀を密告して正五位下に叙せられ、朝廷 その名をうった。
賴光
　
源頼光。九四八〜一〇二一。平安時代中期 武将。満仲の嫡男。母は 俊の女。摂津源氏の祖。三条天皇の皇太子時代の二十余にわたって春宮坊へ出仕し、その間に大進から権亮に進んでいる。内蔵頭も歴任するなど中央 生活が主であった。その間、備前・但馬などの国守も経験し、なか も美濃守には二度任じられた。
〔典拠〕『江談抄』巻第三―十八話。
（戸丸凌太）


































































































































































































































































































































































































































































































〔訳文〕甲斐国の僧である厳融は、学僧の誉れ高かった。ところが気が短く、怒りっぽい欠点が った。弟子で世話をする者は、日々ひどい罵りを受けておよそ堪えきれない思いをしていた。厳融は、自分の妹が、息子を亡くしてたいそう悲しんでいることを聞き、腹を立てて言うことには「私の妹ともあろう者が、何と愚かなことか」と。すぐに妹の家に行き、罵りかつ諭して「命あるものは必ず滅びるのだ お前の考え違いの何と甚だしいこ だ」と言った。妹 「この理 知らないわけではありませんが、ただ、 （子供の突然の死で、 ）恩愛の絆が突然切られて、哀惜の感情が抑えきれないのです」と言って泣 た。厳融はいよいよしきりにおこって 乱暴に の感情をおさえつけた。ややひさしくして、妹が涙を しこらえて、 「人が怒り 起こすことがあは、罪となるには十分ではありませんか」とたずねた。厳融は、 「嗔は三毒の中で元来大変な罪 あたる」と言った。妹は、 では、
師あにうえ
が
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